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■ 教育活動の基本理念：「一人一人の子供は、かけがえのない存在である」
■ 目指す子供像：「富士山を心に、夢をもって生きる子」(富士宮市) 

  Ｒ５ 課題解決への具体策と改善方針・重点取組 主な 
取組部 

〇 

〇 

〇◇ 

生徒・職員が、本校の「時を守り、場を清め、礼を正す」姿を共有し、これを徹底する。 △◇◎ 

〇◇△ 

生徒・職員それぞれが様々な活動の目的や意義を共通理解し、個々の目標を明確にする。 ◇◎△ 

分掌群リーダー部会を設置。４部会それぞれがＰＤＣＡサイクルを各学期１回以上回す。 

デジタル情報に触れる機会を意図的に増やし、情報の使い方を振り返る場を設定する。 △◇◎ 

ゴールの姿を明確にイメージして企画し、自らの取組を調整しながら進める。 ◎◇〇

地域行事の参加及び授業参観や行事参観を積極的に行い、学校を地域社会に開く。 ◎〇◇ 

Ａｃｔｉｏｎ 

 R4
生徒 

R4
教員 

生徒 
目標値 

・  85.5 100 90% 

・  78.4 100 85% 

・  76.1 100 90％ 

88.6 100 95％ 

・「時を守り、場を浄め、礼を正す」を意識して生活している。 84.8 77.1 90％ 

・こころざし（夢や目標・目的意識）をもって生活している。 83.4 100 90％ 

88.6 100 95％ 

・  90.9 100 97％ 

・  88.8 100 95％ 

・  88.6 100 95％ 

・  63.2 97.1 75％ 

 

Ｒ５への課題は 
◆生徒のやる気、意欲を引き出す単元構想の工夫と「深い学び｣へ導く視点から ICTを活
用した授業改善を進め、「学び合い、楽しく、分かる授業」を創出すること。 

◆教職員、生徒、保護者ともに、授業と家庭学習のつながりがまだ弱いと感じている。 
◆教職員、生徒ともに探究学習の意義を理解し、輝南学習の探究を深める必要がある。 
◆教職員、生徒とも「時を守り、場を清め、礼を正す」取組が不十分であると感じている。 
◆生徒の居場所・活躍の場を確保し、自己存在感や自己効力感を高めていく必要がある。 
◆  
◆情報リテラシーの獲得を目指しつつ、情報を吟味し活用する力を育むこと。 
◆教職員、生徒ともにあらゆる取組に対して見通す力を持てるようになること。 
◆国や県のコロナ対応に則ったうえで、地域との連携を深めること。 

 

Check 

      社会に開かれた教育課程の実現 （学校、家庭・地域の連携・協力の推進） 

地域との連携（横の連携） 保護者・家庭との協働 小・高との連携（縦の接続） 

□輝南会 との協働 
・地域の人的教育資源の積極的な活用 
□根南中校区成人式実行委員会への協力
□地域行事・防災訓練等への積極的参加 

□PTA活動への参加・協力 
□適時・適切な情報発信（  
□輝南会、地域の活動の支援要請 
□学校評価・各種アンケートの実施 

□９年間を通して育てたい子ども像の共有 
□小中合同研修会の実施（学びの一貫性、連続性） 
□キャリア教育の充実（円滑な移行） 

Do 

◇人間力・ 
   学校力向上部 
（特別活動部他） 

□学級会活動の充実⑤⑥⑦⑧
□生徒会活動の充実  
□  
□道徳性の向上②⑤⑨⑩ 
□環境教育の充実
□ の充実  
□

   教務会 
不登校支援部会 
就学支援委員会 
道徳教育推進部 
学校保健安全 

  委員会 

  

主体的な生徒へ 
協働する学校へ 
← 教職員の活動指針 

・生徒が思いをもつ授業と目的意
識をもつ特別活動をつくる 

・生徒が理解し合い高め合う学級 
(集団)づくりを行う 

・生徒に挑戦し諦めない強い心と 
体を育む 

・生徒の危機管理能力と自己安 
全感の向上を図る 

◎学校運営・ 
連携推進部 

（学年主任者会他） 
□運営委員会の充実⑨⑩ 
□コロナ感染症対策の徹底 
□
 
□危機管理８つの  
□  
□地域行事 参加協力 
□

 

 

教務会 

ＰＴＡ活動 

体育文化後援会 

学校保健委員会 

部活動保護者会 

〇確かな 
学力向上部 

（研修推進部他） 
□校内研修の充実①②③④他 
・  
・  

□学習評価の充実③⑩ 
□家庭学習と授業の往還②③ 
□  
□特別支援教育の充実
□読書活動①③④ 

□  

   教務会 

富士学部会 

進路指導委員会 

特別支援教育 

委員会 

輝南会 
（ＰＴＣＡ） 

通学会(区長会) 

成人式実行委 

地域連携 

 

△自己指導 
能力向上部 

（生徒指導部他） 
□基本的生活習慣の確立⑦ 
□  
□  
□教育相談週間の充実
□食育の充実②④⑨ 
□人権教育充実
□
□  富士根南小 

富士見小 

小中連携・接続 

校訓・正義 
   ・自由 
   ・努力 

富士根南小 

学校教育目標 

夢を持って、 

 自ら考え学ぶ子 

本校の強みとよさ 
生 徒 物事に集中して取り組むことができる 

責任感があり、任されたことはやり抜く 
     仲間を大切にする気持ちがある   
教職員 生徒主体の授業･活動づくりを考えている 
     組織に個の力を活かそうとできる 
保護者  ＰＴＡ役員の協力態勢が強固である   
地  域  学校に対する愛情と協力態勢がある 
     輝南会という学校応援団組織がある 

富士見小 

学校教育目標 

共に学び めあてに

向かう富士見っ子 

これからの生徒に求められる力 
ＯＥＣＤ学びの羅針盤「ラーニングコンパス」 

「 」 
・新たな価値を創造する力（①③⑤⑨⑩） 

・対立やジレンマに折り合いを付ける力（④⑥⑧⑩） 

・責任ある行動をとる力（②⑤⑦⑨⑩） 

市 ◆学校教育課 令和５年度主要施策 
・学校づくりへの支援・  
・確かな学力が育つ授業の充実 
・
・学校の安全・安心の一層の推進 
・学校・家庭・地域の連携と協力

 

国 ◆「令和の日本型学校教育」の構築 
  ・全ての子供たちの可能性を引き出す、 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現 

県 ◆  
・「文・武・芸」三道の鼎立の実現 
・未来を切り拓く多様な人材を育む教育の実現 

・社会総がかりで取り組む教育の実現  

 学校教育目標：「 」 
・人生や社会で、生きて使えるレベルの知識・技能を身に付ける 

・他者を尊重して対話し、情報を吟味・活用して正しく判断する 
・自己を肯定し仲間と共に、見通しを持って最後までやり抜く 

 
       富士根南中で生徒に育てたい資質・能力 （南中生、十の力） 「生徒エージェンシー」の獲得 

生きて働く知識・技能の習得 
未知の状況にも対応できる 

思考力・判断力・表現力の育成 学びに向かう力・人間性の涵養 

① 物事の本質を理解する力 ④ 情報リテラシー  ⑦ 主体性  

② 学んだことを自分に結び付ける力 ⑤ 自分で判断し、決断する力 ⑧ 協働性  

③ 汎用力  ⑥ コミュニケーション能力 ⑨ 自己を統制し、やり抜く力 

⑩ 自分の学びや行動を振り返り調整する力 ＝メタ認知力 

 

学校経営目標 ： 生徒が 自ら主体となり、互いに協働する学校づくり 
Ｐｌａｎ 

重点目標 


